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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 担い手支援資金の創設    ＪＡ名  ＪＡ兵庫六甲（兵庫県）   

１ 動機 

（経緯） 

組合員の世代交代が進むなか、農業資金を利用する際にＪＡだけでなく他行にも並行

して相談するような事例が見受けられるようになってきました。これまでＪＡに優位

性があった農業資金においても次世代の組合員の要望に応え得る体制・商品性等が求

められており、従来の農業資金とは異なる新しい資金を創る必要がありました。 

２ 概要 最高５００万円までの無担保融資かつ低金利での運用を行うことで他行に負けない

商品性を持たせています。また、把握した情報を基に経営相談センターや営農経済事

業部の担当者と組合員とが相談して経営計画を作成することでコンサルティング機

能を発揮し、併せて貸出枠を設定することにより迅速な融資を行うことで、組合員の

信頼を獲得して組合員離れの防止およびＪＡの総合利用に繋げることも目的にして

います。 

３ 成果 

（効果） 

本資金は導入２年目であり新しい形態の貸付であるため、当面は本店の担当部署を通

じた取扱いに限定しています。平成２２年度は１件、平成２３年度も１件実績が上が

り、今後も相談に応じて対応していきたいと考えています。 

４ 今後の

予定（課題） 

現在は本店の担当部署が中心となって対応していますが、スキームを定着させること

によって、最終的には各店舗により対応可能な体制づくりを進めたいと思っていま

す。また，組合員満足を徹底するためのフォロー活動や、様々な要望に応え得る職員

のスキルアップも今後実施すべきと思っています。 

 

①営農相談から資金ニーズを把握 

組合員と経営計画の作成 

②記帳代行                      経営相談ＣＥ 

  組合員と経営計画の作成 

 ③経営計画受けた迅速な融資                  ②                 

  自己査定によるリスク管理             ③        ①  

④ＪＡへの信頼増加 支店 組合員      営農経済事業部 

  他の事業の利用促進                       

                                ④ 

                  

                             各事業部 

     


